
 コロナ禍における災害を想定！合同災害救護訓練が日赤岩手県支部で開催されました！

11月６日・７日、日本赤十字社第１ブロック（北海道・東北）支部合同災害救護訓練が、日赤岩手県支部を
会場として行われました。日本赤十字社で初となるコロナ禍での災害を想定した合同訓練は、感染対策を
行いながら、３県支部と赤十字関係団体の協力により実施しております。



　５月27日、支部会議室において会長、副会長の３名が出席し、守谷会長の挨拶の後、令和元年

度の事業報告及び収支決算と令和２年度事業計画案及び収支予算案、被表彰者の選定、有功会連合会会則の改

定等ついて協議しました。

　協議では、今年度の総会を書面協議とすること、また、昨年度総会で未決となった会則の改定については、

事務局から、各地区の会員の増強策を図り献血有功章受章者への有功会案内チラシを血液センターと連動して

取り進めるなど再提案し、改定しないことで承認されました。

　書面協議による総会では、各地区有功会長から議決表が提出され、全ての協議事項について承認されました。

　７月31日、令和２年度ＪＲＣ委員会高校生大会が開催され、各高校の活動報告や講演会が行われました。

　参加者には、有功会連合会から日赤サービスオリジナルの「蛍光ペン」を進呈しました。

　感染予防対策として、３密を避けるため参加者は各校３名までと限定し、全員マスクの装着と手指消毒を行

い、さらに、発表者はフェースシールドを装着しました。

　報告会では、生徒が他校の発表に対し感心する場面も見受けられ、今後の活動のヒントとなったようです。

活動報告
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令和２年度 有功会連合会三役会および総会（書面協議）を開催！

青少年赤十字事業への支援活動　高校生に蛍光ペンを進呈しました！

サンセール盛岡で開催されたＪＲＣ高校生大会の様子 記念品の蛍光ペン

　　※三役会については、役員会の開催が新型コロナウイルス感染拡大により、各地区役員が参集することは困難
　　　と判断し、少人数で審議することなど事務局と三役で協議し開催いたしました。　　　　　　　　　　　　

　連合会事務局では、今年度から新規の会員の増強

を図るため、有功章受章者に有功会への案内状を送

付しておりますので、各地区分区に入会希望等の連

絡がありました場合には、ご対応の程よろしくお願

いいたします。　

　また、各地区でも廻りの有功章受章者の方々に、

有功会の入会を勧奨していただきますよう

「仲間づくり」への推進も併せてお願いいたします。

花巻市地区有功会と赤十字奉仕団合同
救急法講習会の様子

「仲間づくり推進のお願い」「仲間づくり推進のお願い」



　新型コロナウイルス感染拡大は各地区有功会総会開催にも影響し、開催を断念された地区が多数ありました。

　その中で奥州市地区（６月30日）と遠野市地区（７月13日）では参集での総会が開催されました。

　遠野市地区では、連合会表彰受賞者に日赤岩手県支部平野事務局長から直接、賞状を授与いたしました。

　三重県伊勢市にて10月１～２日開催予定でありましたが、新型コロナウイルス感染拡大の状況から、書面協

議に変更となりました。

　なお、次年度は第２ブロックの群馬県（高崎市）での開催が決定されました。

　二戸市地区有功会の國分敏彦会長が、日赤岩手県支部の活動資金となる寄付金付自動販売機を二戸市のご自

宅付近に設置されました。コロナ下で活動資金の募集が厳しい折、ご支援いただいたことに感謝申し上げます。

このように日赤岩手県支部では、個人・法人の方々に寄付金付自動販売機での支援をお願いしております。

【お問い合わせ】日赤岩手県支部 組織振興課 ＴＥＬ 019-638-3610まで
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各地区有功会総会に出席しました！

令和２年度 日赤紺綬・有功会会長協議会総会が中止となりました。

「赤十字寄付金付き自動販売機」設置にご協力いただきました！

令和２年度日赤岩手県支部有功会連合会表彰受賞者

　　　【地区分区有功会活動功労者】

遠野市地区　菅原 直徳 様 ・ 石井 吉昭 様



天皇皇后両陛下、初のオンラインご視察 日本赤十字社医療センター等行幸啓

　天皇皇后両陛下は、新型コロナウイルス感染

症に向きあう医療従事者に対し、励ましのお言

葉を述べられました。オンラインによる初のご

視察（行幸啓）が実現いたしました。

　天皇陛下からは、福島赤十字病院を含む全国

４つの赤十字病院の医療従事者への感謝と共

に、「大変なことも多いかと思いますが、お体

に気をつけて従事していただければと思いま

す」とねぎらいのお言葉をいただき、日本赤十

字社名誉総裁を務められる皇后陛下からは、「皆

様が力を尽くされていることに敬意を表しま

す」とのお言葉をいただきました。

【写真・文ともに日赤本社ホームページより】

【ご自身や故人の思いを広く社会に役立てるために】

　近年、「自分が築いた財産を社会のために役立ててほしい」、

「故人の遺産を社会に役立てたい」といった申し出が増えてい

ます。日本赤十字社岩手県支部では、このような尊い思いに応

えるため、遺言による寄付（遺贈）や相続財産のご寄付を承っ

ております。

　ご寄付の方法や税制上の優遇措置などを掲載したパンフレッ

トもご用意しております。

　ご相談、ご希望の方は当支部までご連絡ください。

　両陛下は多くの資料を手もとに置かれ、
　具体的な質問を重ねられました

　盛岡赤十字病院では、正面玄関にサーモグラフィを設置し

て来院された方に体温測定をお願いしております。

　テレビ画面に測定された体温がすぐに表示されます。

　病院職員が一丸となって新型コロナウイルス感染予防に対

応しております。

　ご理解をよろしくお願いいたします。

体温測定実施中！　盛岡赤十字病院の感染予防対応

日本赤十字社岩手県支部からのお知らせ

お問い合わせ

日本赤十字社岩手県支部　組織振興課

ＴＥＬ　019-638-3610 遺贈・相続財産寄付パンフレット


